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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月26日(2015.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　はんだ印刷装置によってはんだが印刷されたプリント基板を検査する印刷検査方法であ
って、
　プリント基板の検査対象のはんだを３次元の形状を特定可能な方法で撮像し、
　前記撮像された情報に基づき、各検査対象のはんだの体積、面積、高さの少なくともい
ずれかの項目の数値をそれぞれ算出し、
　算出された各はんだの前記少なくともいずれかの項目の数値を、各数値に対応するはん
だの面積の設計値の大きさ順に並べた、面積別データを前記項目ごとに生成し、
　プリント基板を複数のエリアに分割し、各エリアに含まれるはんだの前記少なくともい
ずれかの項目の数値と、対応するエリアと、を対応付けたエリア別データを前記項目ごと
に生成し、
　前記撮像された情報に基づき、前記複数のエリアごとに、検査対象のプリント基板の基
準位置に対する変形量を示す基板変形量データを生成することを特徴とするプリント基板
の印刷検査方法。
【請求項２】
　前記面積別データと、前記エリア別データと、前記基板変形量データと、に基づいて、
検査対象のプリント基板の不良の原因について判定することを特徴とする請求項１に記載
のプリント基板の印刷検査方法。
【請求項３】
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　前記面積別データと、前記エリア別データと、前記基板変形量データと、について、そ
れぞれ所定の条件を満たすか否かを判定し、各判定結果に応じて、プリント基板に不良が
ある場合における不良の原因を特定することを特徴とする請求項２に記載のプリント基板
の印刷検査方法。
【請求項４】
　生成された前記面積別データに基づいて、前記いずれかの項目の数値と、該数値に対応
するはんだの面積の設計値と、の関係を示すグラフを生成し、
　前記グラフを画面に表示させることを特徴とする請求項１から３のいずれか１つに記載
のプリント基板の印刷検査方法。
【請求項５】
　生成された前記エリア別データの各エリアの数値の、前記項目ごとに設定される各エリ
アの数値の理想値からのずれに応じて、各エリアを色分けして示すエリア別画像を生成し
、
　前記エリア別画像を画面に表示させることを特徴とする請求項１から４のいずれか１つ
に記載のプリント基板の印刷検査方法。
【請求項６】
　各エリアの前記基準位置からの基板変形量に応じて、各エリアを色分けして示すエリア
別基板変形量画像を生成し、
　前記エリア別基板変形量画像を画面に表示させることを特徴とする請求項１から５のい
ずれか１つに記載のプリント基板の印刷検査方法。
【請求項７】
　はんだ印刷装置によってはんだが印刷されたプリント基板を検査する印刷検査装置であ
って、
　プリント基板の検査対象のはんだを３次元の形状を特定可能な方法で撮像する撮像部と
、
　前記撮像部によって撮像された情報に基づき、各検査対象のはんだの体積、面積、高さ
の少なくともいずれかの項目の数値をそれぞれ算出する演算部と、
　前記演算部によって算出された各はんだの前記少なくともいずれかの項目の数値を、各
数値に対応するはんだの面積の設計値の大きさ順に並べた、面積別データを前記項目ごと
に生成する面積別データ生成部と、
　プリント基板を複数のエリアに分割し、各エリアに含まれるはんだの前記少なくともい
ずれかの項目の数値と、対応するエリアと、を対応付けたエリア別データを前記項目ごと
に生成するエリア別データ生成部と、
　前記撮像部によって撮像された情報に基づき、前記複数のエリアごとに、検査対象のプ
リント基板の基準位置に対する変形量を示す基板変形量データを生成する基板変形量デー
タ生成部と、を備えることを特徴とする印刷検査装置。
【請求項８】
　前記面積別データと、前記エリア別データと、前記基板変形量データと、に基づいて、
検査対象のプリント基板の不良の原因について判定する判定部をさらに備えることを特徴
とする請求項７に記載の印刷検査装置。
【請求項９】
　前記判定部は、前記面積別データと、前記エリア別データと、前記基板変形量データと
、について、それぞれ所定の条件を満たすか否かを判定し、各判定結果に応じて、プリン
ト基板に不良がある場合における不良の原因を特定することを特徴とする請求項８に記載
の印刷検査装置。
【請求項１０】
　検査結果を画面に表示させる表示制御部を備え、
　前記面積別データ生成部が、生成した面積別データに基づいて、前記いずれかの項目の
数値と、該数値に対応するはんだの面積の設計値と、の関係を示すグラフを生成し、
　前記表示制御部が、前記グラフを画面に表示させることを特徴とする請求項７から９の
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いずれか１つに記載の印刷検査装置。
【請求項１１】
　はんだ印刷装置によってはんだが印刷されたプリント基板を検査する印刷検査方法であ
って、
　プリント基板の検査対象のはんだを３次元の形状を特定可能な方法で撮像し、
　前記撮像された情報に基づき、各検査対象のはんだの体積、面積、高さの少なくともい
ずれかの項目の数値をそれぞれ算出し、
　算出された各はんだの前記少なくともいずれかの項目の数値を、各数値に対応するはん
だの面積の設計値の大きさ順に並べた、面積別データを前記項目ごとに生成することを特
徴とするプリント基板の印刷検査方法。
【請求項１２】
　はんだ印刷装置によってはんだが印刷されたプリント基板を検査する印刷検査装置であ
って、
　プリント基板の検査対象のはんだを３次元の形状を特定可能な方法で撮像する撮像部と
、
　前記撮像部によって撮像された情報に基づき、各検査対象のはんだの体積、面積、高さ
の少なくともいずれかの項目の数値をそれぞれ算出する演算部と、
　前記演算部によって算出された各はんだの前記少なくともいずれかの項目の数値を、各
数値に対応するはんだの面積の設計値の大きさ順に並べた、面積別データを前記項目ごと
に生成する面積別データ生成部と、を備えることを特徴とする印刷検査装置。
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